
は
何
を
を
か
れ
て
も
古
美
術
品
を
蒐
め
ら
れ
た
。
先
生
の
蒐
め
ら
れ
た
作
品

の
敷
は
質
に
幣
し
い
も
の
で
、
そ
れ
は
ひ
と
り
、
日
本
、
支
那
の
作
品
を
論

ぜ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
蒐
め
て
を
か
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
先
生
の
手
に
よ
っ
て
園
華
倶
楽
部
と
い
ふ
も
の
が
設
け
ら
れ
、
美
術

學
校
以
外
の
美
術
園
儒
と
し
て
其
の
興
隆
、
装
展
に
つ
い
て
懇
談
的
に
盛
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
倶
架
部
の
所
有
で
あ
っ
た
「
伊
香
〔
保
〕
槻
」
を

あ
の
大
震
災
の
前
に
関
桂
會
に
醸
り
渡
さ
れ
た
が
、
灰
煉
に
蹄
す
る
前
に
他

人
に
ゆ
づ
っ

た
お
か
げ
で
、
株
主
に
も
迷
惑
を
か
け
ず
に
演
み
、
基
本
金
を

ロ
油
録
を
出
版
す
る
な
ど
の
有
盆
な
事
業
を
な
さ
れ
た

返
済
し
た
残
金
で
、

の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
な
ど
も
先
生
の
徳
の
致
す
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
ゐ
る
。
ま
し

て
あ
の
大
震
災
で
燒
失
し
て
し
ま
っ
た
古
美
術
品
の
目
録
を
作
っ
て
を
か
れ

た
事
は
定
に
尊
い
事
だ
と
思
は
れ
る
。

そ
の
他
先
生
に
つ
い
て
は
色
々
語
り
た
い
事
は
澤
山
あ
る
の
で
あ
る
が
、

と
も
か
く
も
、
あ
ら
ゆ
る
美
術
方
面
に
深
い
造
詣
と
鑑
識
を
持
た
れ
て
、
宜

際
の
上
で
は
、
種
々
な
る
園
憫
の
會
長
を
ひ
き
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
を
、

一
生
を
通
じ
て
猷
身
的
に
指
導
し
、
又
行
は
れ
た
事
は
全
く
感

謝
に
堪
え
ぬ
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
全
く
先
生
の
徳
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

（
『
美
之
国
』
第
十
六
巻
第
四
号
。
昭
和
十
五
年
四
月
）

⑨

八
田
辰
之
助
の
起
用

昭
和
十
五
年
四
月
一
日
、
八
田
辰
之
助
が
助
教
授
（
鍛
金
実
習
担
当
）
と
し

て
採
用
さ
れ
た
。
八
田
は
明
治
＝―-
十
八
年
二
月
八
日
香
川
県
に
生
ま
れ
、
同
県

皇
紀
二
千
六
百
年
紀
元
節
に
賜
り
た
る
詔
書

ロ
絵

立
工
芸
学
校
金
工
科
を
経
て
本
校
金
工
科
鍛
金
部
に
入
学
、
昭
和
二
年
三
月
卒

業
し
て
研
究
生
と
な
り
、
同
六
年
三
月
に
修
了
し
た
。
同
八
年
か
ら
富
山
県
立

工
芸
学
校
教
諭
の
職
に
あ
り
、
金
工
作
家
と
し
て
は
昭
和
六
年
の
聖
徳
太
子
奉

賛
展
出
品
、
同
八
年
の
第
十
四
回
帝
展
入
選
（
「
真
鍮
線
文
華
瓶
」
）
、
同

九

年

第
十
五
回
帝
展
入
選
（
「
朧
銀
軍
気
ス
タ
ン
ド
」
）
な
ど
の
業
紹
が
あ
っ
た
。
長

く
軍
籍
に
あ
り
、
昭
和
十
五
年
現
在
陸
軍
歩
兵
中
尉
で
あ
っ
た
。

本
校
設
置
記
念
式

十
月
四
日
、
本
校
設
樅
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
、
卒
業
生
関
保
之
助
、

七
雄
の
講
油
が
あ
っ
た
。

石
川
巳

⑪

『

東
京
美
術
学
校
校
友
会
誌
』
第
十
九
号

昭
和
十
五
年
十
月
、
校
友
会
は
標
題
の
機
関
誌
を
皇
紀
二
千
六
百
年
、
創
立

五
十
周
年
記
念
号
と
し
て
発
行
し
た
。
編
集
兼
発
行
人
は
森
田
亀
之
助
で
あ

る
。
森
田
は
前
年
の
役
員
改
選
の
際
に
会
報
編
輯
長
と
な
り
、

「
公
刊
文
藝
雑

誌
の
追
甜
に
堕
し
、
會
報
本
来
の
意
義
を
喪
失
せ
る
『
東
京
美
術
』
を
極
力
排

斥
し
何
慮
ま
で
も
會
報
と
し
て
の
名
宜
を
永
久
的
に
存
絞
せ
し
め
る
」
と
い
う

主
張
の
も
と
に
雑
誌
を
改
題
し
、
そ
の
体
裁
を
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月

報
』
に
近
い
か
た
ち
に
戻
し
、
時
あ
た
か
も
創
立
五
十
周
年
と
あ
っ
て
、
学
校

の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
、
関
係
者
の
回
想
等
を
禍
載

し
た
記
念
号
と
し
て
編
集
、
発
行
し
た
。
同
誌
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ

る。
⑩ 
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男

の

首

油
絵

片
切
彫
手
板
（
素
銅
陰
刻
）

青
銅
浮
彫

牙
彫
浮
彫

木
彫
極
彩
色

青
銅

油
絵
（
原
色
版
）

水
墨

（
コ
ロ
タ
イ
プ
）

巻
頭
言

「
所
惑
」

本
校
沿
革
略
記

学
校
創
立
当
時
回
顧

岡
倉
天
心
の
支
那
旅
行
に
就
い
て

官
立
東
京
美
術
学
校
創
立
記

橋
本
雅
邦
先
生
の
こ
と

西
洋
画
科
新
設
当
時
回
顧
麟
年
疇
項
環
輝

油
画
科
創
設
当
時

開
校
二
十
周
年
頃
の
追
憶

学
校
時
代
の
思
ひ
出

竹
内
久
一
先
生
作
神
武
天
皇
御
像

皇
祖
御
立
像
製
作
の
感
想

学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
に
寄
す

図
案
科
の
回
顧
並
に
建
築
科
の
こ
と

図
案
科
想
ひ
出

回
顧
片
々

香
取

故

竹

内
石
川

梗
吉
（
談
）

大
沢
三
之
助

小
場

恒
吉

広
川
松
五
郎
（
談
）

新
納
忠
之
介
（
談
）

秀
真

久
一
（
談
）

確
治
（
談
）

白
瀧
幾
之
助
（
談
）

南

策

造

（

談

）

高
屋

肖
哲

溝
口
禎
次
郎
（
談
）

小
林
万
吾
（
談
）

六
角

早
崎

編
集
委
員

同

右

本
校
旧
校
門
と
桜
、
岡
倉
先
生
銅
像
（
庭
内
六
角
堂
安
骰
、

平

櫛

田

中

作）
、
本
校
旧
正
面
玄
関
、

本
校
門
標
、

本
校
本
館
玄
関
、
本
校
工
芸
科

建
築
一
部
、
本
校
建
築
科
煉
瓦
建
、
正
木
先
生
陶
像
（
正
木
記
念
館
内
安

置
、
沼
田
一
雅
作
）
、
正
木
記
念
館
、
青
銅
時
代

（
ロ
ダ
ン
作
、
校
庭
）、

鎌
研
ぐ
奴
隷
（
希
戦
後
期
、
本
館
内
）
、

ガ
ッ
タ
メ
ラ
タ
騎
馬
像
（
ド
ナ

テ
ル
ロ
作
、
同
）
、
コ
レ
オ
ニ
騎
馬
像
（
ヴ
ェ
ロ
ッ
キ
ョ
作
、
同
）
、

モ
ー

ゼ
の
像
（
ミ
ケ
ラ
ソ
ジ
ェ
ロ
作
、

同
）
、

ジ
ュ
リ
ア
ノ

・
メ
デ
ィ
チ
廟
の

「
夜
」
（
同
、
同）
、
本
館
玄
関
前
の
老
椎
の
木
、
本
館
玄
関
の
蓋
股
、
本

校
第
一
食
堂
入
口
の
釣
鐘
、
校
友
会
弓
道
部
、
茶
道
部
、
尺
八
部

編
集
委
員
（
松
村
礼
一

、
米
田
重
博
、
石
山
彰
、
石
塚
軍
治
）
に
よ
る
編
集

西
田

正
秋
（
編
）

紫
水
（
談
）

澤

田

源

長

沼

守

敬

作

風
景
と
牡
丹

濡
獅
子
円
額

牧

童

技

芸

天

石
川

竹
内

久
一
作

厨

房

寒

林

枯

葉

大

翌

の

図

久
米
桂

一
郎
筆

芳
附
僚

清
輝
筆

夏
雄
作

如
雲
作

光
明
作

狩
野

黒
田

加
納

大
島

図
画
師
範
科
創
立
当
時
の
回
顧

加
納
夏
雄
先
生
の
事

白
岩
山
岩
窟
内
壁
画
と
陳
和
卿
に
就
い
て

校
友
会
各
部
報

武
道
部
（
柔
道
部
、
剣
道
部
、
弓
道
部
、
乗
馬
部
、
射
撃
部
）

体
育
部
（
庭
球
部
、

山
岳
部
）

文
芸
部
（
茶
道
部
、
謡
曲
部
、
尺
八
部
、
短
歌
部
、
俳
句
部
、
音
楽
部
、

映
画
部
、
舞
台
芸
術
部
、
写
真
部
）

校

友

会

人

事

部

報

告

生

徒

掛

調

査

昭
和
十
四
年
度
決
算
報
告
校
友
会
総
務
部

文

庫

梨

報

文

庫

課

挿
話
集
（
虹
麟
●
饂
認
胃
詞
霜
贔
茫
）

編
集
後
記

挿
図

堤 清
水 尾

与
喜
蔵
（
談
）

亀
蔵
（
談
）

逹
男
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後
記
に
は
、
編
集
の
概
要
と
と
も
に
「
吾
々
が
今
回
の
特
輯
琥
編
輯
に
際
し
て

感
じ
た
こ
と
は
第
一
に
本
校
創
立
の
偉
オ
、
天
心
岡
倉
覺
三
先
生
の
深
遠
な
る

意
圏
で
あ
る
と
共
に
、
第
二
に
は
名
贋
共
に
日
本
に
於
け
る
官
立
の
美
術
學
校

の
慎
債
の
程
で
あ
っ
た
。
」
「
岡
倉
天
心
先
生
の
雄
大
而
悲
牡
な
る
美
術
的
紐
倫

を
一
瞬
も
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
云
々
と
、

天
心
再
認
識
の
呼

び
か
け
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
編
集
後
記
に
よ
れ
ば
、
同
一
方
針
に
よ
る

続
刊
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
打
ち
切
ら
れ
た
。
そ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
東
京

美
術
学
校
報
国
団
結
成
の
た
め
校
友
会
が
解
散
し
た
こ
と
と
、
も
う
一
っ
は
昭

和
十
五
年
秋
に
文
部
省
が
「
学
校
関
係
出
版
物
ノ
印
刷
用
紙
節
約
二
関
ス
ル

件
」
の
指
示
を
下
し
、
学
内
出
版
物
の
全
面
的
廃
合
整
理
と
特
に
雑
誌
の
廃
合

を
促
し
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。
こ
の
指
示
は
雑
誌
の
全
面
廃
止
を
命
じ
た

も
の
で
は
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
本
校
唯
一
の
雑
誌
、
伝
統
あ
る
機
関
誌
ま
で
廃

止
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
当
局
者
の
認
識
不
足
に
よ
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
非
常
時
下
、
生
徒
や
卒
業
生
が
続
々
と
戦
場
に
送
り
出
さ
れ
て
行
く
時

代
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
彼
ら
の
学
生
生
活
や
活
動
の
片
鱗
な
り
と
も

記
録
に
留
め
、
或
い
は
彼
ら
を
励
ま
し
、
或
い
は
慰
め
る
の
が
学
校
当
局
者
の

任
務
で
あ
っ
た
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
翌
十
六
年
に
か
ろ
う
じ
て
発
行
さ
れ
た

『
東
京
美
術
学
校
報
国
団
報
』
は
極
め
て
貧
弱
で
、
校
友
会
機
関
誌
の
伝
統
を

継
ぐ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

⑫

高
村
豊
周
の
海
外
出
張

昭
和
十
五
年
十
一
月
七
日
、
教
授
高
村
豊
周
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
お
よ
び
中

部
ア
メ
リ
カ
諸
国
へ
十

一
月
上
旬
か
ら
五
ヶ
月
間
の
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
出

張
上
申
書
（
「
昭
和
十
五
年

職
員
関
係
書
類

庶
務
掛
」
）
に
は
出
張
目
的
が

本
校
工
藝
科
教
授
参
考
資
料
二
供
ス
ル
為
豫
テ
ヨ

リ
欧
米
各
國
二
於
ケ
ル
エ

藝
界
ノ
現
状
ヲ
調
査
研
究
セ
シ
メ
度
考
慮
中
ノ
慮
今
般
商
工
省
ョ
リ
同
教
授

ニ
到
シ
亜
米
利
加
合
衆
國
及
中
部
亜
米
利
加
諸
國
二
於
ケ
ル
エ
藝
事
情
調
査

方
嘱
託
シ
来
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
右
應
嘱
セ
ッ
メ
序
ヲ
以
テ
上
述
ノ
調
査
研
究
ヲ

豊
周
の
回
想
に
よ
る
と
こ
の
出
張
は
商
工
省
が
計
画
し
て
い
た
メ
キ
シ
コ
に

お
け
る
日
本
の
工
芸
展
覧
会
の
た
め
の
下
調
べ
が
主
な
目
的
だ
っ
た
。
そ
の
十

月
に
は
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
屑
鉄
の
輸
出
を
禁
じ
、
戦
争
の
匂
い
が
し
は
じ
め

て
い
た
の
で
、
和
田
一
二
造
に
「
こ
の
時
勢
に
行
っ
た
っ
て
ど
う
せ
勉
強
な
ど
出

来
や
し
な
い
か
ら
、
や
め
た
方
が
い
い
。
帰
れ
な
く
な
る
ぞ
」
と
心
配
さ
れ
た

が
、
メ
キ
シ
コ
と
い
う
国
土
に
妙
に
興
味
を
感
じ
て
思
い
切
っ
て
出
か
け
た
と

しヽ

昭
和
十
五
年
十
二
月
十
八
日
に
竜
田
丸
に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
翌
十
六
年
一

月
一
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
入
港
し
、
三
日
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
上

陸
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
等
を
回
っ
た
。
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

で
は
一
週
間
ば

か
り
日
本
の
出
稼
労
働
者
の
中
に
入
っ
て
一
緒
に
生
活
し
た
と
い
う
。
二
月
に

は
メ
キ
シ
コ
市
に
入
り
、
ガ
タ
ラ
ハ
ラ
市
で
近
く
の
ト
ラ
ケ
ペ
ッ
ク
の
椋
欄
の

唐
草
模
様
の
焼
物
を
、
プ
ェ
バ
ラ
で
は
コ
バ
ル
ト
プ
ル
ー
の
焼
物
や
ガ
ラ
ス

を
、
オ
ハ
カ
市
で
は
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
土
俗
品
、
素
焼
き
の
焼
物
や
レ
ボ
ツ
ォ

と
い
う
染
織
を
持
寄
る
市
場
を
見
た
。
ま
た
、

に
似
た
ラ
ッ
カ
ー
を
、

ナ
サ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ル
ア
バ
ン

、

タ
ス
コ
で
銀
細
工
を
見
て
、
タ
ソ
ピ
コ

、

ソ

チ

ミ

ル

オ
リ
ナ
ラ
で
漆
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